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神戸大学人文学研究科地域連携センターの活動
　　　　　　　　　　　　　坂江　渉
　どうも坂江です。地域連携センターは、2002
年 11 月に設立されました。スタッフの人員は、
教員５名、研究員９名。いくつかの事業をいろん
な人が兼任し、２週間おきにミーティングを行
なっています。各研究員の専門分野は、古代から
近現代史まで全分野がそろっておりまして、ちな
みに私は古代史を専攻しております。財源は、大
学予算、外部資金、文部科学省、連携先の自治体、
国土交通省、それから企業組合等いろいろありま
す。そういうお金によりつつ、４つの柱に沿った
事業を展開しています。
　まず１つは、「歴史文化をめぐる地域連携協議
会」を年度末に開催しております。今年の２月
１日のときには、関西大学のほうからも２名の方
が来られました。毎年、兵庫県の各自治体の文化
財担当職員の方、住民団体の方、大学関係者の三
者がいろんなテーマを立てて議論しています。今
年は自治体合併についてのお話をいたしましたと
ころ、70人以上の方に集まっていただきました。
いろんなテーマで議論をしているんですが、あま
り結論らしきものを出すわけではなく、とにかく
お互いが知り合いになるという面がかなり重要だ
と思っています。お互いが顔見知りになっている
と、災害が起きた時にも、てきぱきと行動に移る
ことができます。
　２番目は、自治体史編纂と地域づくり支援事業
です。これは後で詳しくお話ししますが、個別具
体的な活動ということになります。
　３番目が、歴史資料と災害資料の保全活用事業
です。これは神戸ならではの事業だと思います。
大震災以降のさまざまな震災資料の救済、あるい
は水害からのレスキューとその修復、さらには平
時においてさまざまな地域資料の保管をどうする
かということもこの中に含めて考えております。
それから、主に佐々木和子さん（地域連携センター
研究員）が担当されていますが、大震災の記録そ
のものも大事な歴史資料と考えています。これも
なかなか保全がうまくいかないということで研究
会をやっております。
　４番目が教育。ここからがお聞きしたいと言わ
れていたところでして、教育プログラムや人材養
成の話になります。当初の予定では軽く流そうと
思っていたのですが、詳しくお話したいと思いま
す。
　教育問題については、センター設立当初から
やっていたわけではなく、文部科学省の３つの事
業である、現代ＧＰ事業、教員養成ＧＰ事業、そ
れから現在進行中の大学院教育改革支援プログラ
ムを、途中からやり始めて、資金をもらいながら
教育プログラムの開発を進め出しました。それぞ
れの中から、教育プログラムが既に２つほど完成
しております。このうち、現代ＧＰ事業は２年前
に終わりまして、そこから３つの授業が完成しま
した。それから教員養成ＧＰ。これは地域リーダー
の養成ということで、特に地域文化を担う地歴科
高校教員の養成を目指し、高校の先生が地域文化
を担えるようなプログラムはできないかというこ
とを目標としました。近くにある御
み
影
かげ
高校と連携
して、今年から「地歴科教育論」というプログラ
ムを開講しております。それから、先ほど現在進
行中と言いましたが、大学院教育改革支援プログ
ラムは、昨年の８月ぐらいから始まって、まだプ
ログラムそのものとしては完成しておりません。
　ここでは、特に最初の現代ＧＰと先ほどから議
論で出ています地域リーダーの養成に関する教育
プログラムについて、詳しくご説明したいと思い
ます。このプログラムからは３つの授業ができて
おりまして、一つは「地域歴史遺産活用研究」の
A・B。これは学部のほうでは、「地域歴史遺産保
全活用基礎論」と呼んでいます。それから「地域
歴史遺産保全活用演習」。これはゼミ形式で、古
文書を読む、史料解読するということで、大学院
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の前期課程にあたります。後期課程には、「地域
歴史遺産活用企画演習」という、これよりももっ
と応用編のものがありまして、実地に地域遺産を
どう活用していくかということを市民の人たちと
一緒になって考えようというような教育プランに
なります。
　最初の「活用基礎論」Aは古文書、つまり我々
が日本史の分野で扱うところの地域文献史料の現
状と課題を主に扱う授業を、毎年リレー講義で前
期 15コマやっております。もちろん、講師陣の
中身は変わりますけれども、序論から始まりまし
て、地域文献資料の現状、特に災害時にどういう
形で矛盾があらわれるか、あるいは平時にどうい
う現状があり課題があるのかというところから始
まります。さらには地域文献資料は、各時代にど
のような形で「ある」のかということを、例えば
古代中世を私が担当したり、近世近代を河野未央
さんが担当されるという形で行なっています。そ
して、６回目以降からは、資料をどう活用してい
くのかということについて、さまざまな事例を兵
庫県内の尼崎市立地域研究史料館の辻
つじかわ
川 敦
あつし
館長
にお話ししていただいたり、あるいは企業との連
携の中で、企業の歴史資料をどう活用していくか
という話を内部の研究員がお話ししたり、あるい
は木村修二さん（地域連携センター研究員）が文
献資料の活用としてこういうやり方があるよとい
う、連携事業の経験の中で出された問題を話すと
いうような授業内容です。また、自治体史の編纂
の問題もお話し、最後にまとめるということを
やっております。以上がＡでありまして、Ｂはそ
れ以外の分野になります。
　地域歴史遺産といいましても、文献資料だけで
はありません。基礎論 Bでは、美術工芸から埋
蔵文化財、建築物、都市景観、それから農業遺
産、農業集落、あるいは博物館運営、それから障
害者と歴史遺産の活用ということで、地域遺産の
現状と活用のあり方について大方学べるという形
でやっています。受講生は毎回大体30人前後で、
文学部が一番多いんですが、それだけではなくほ
かの学部からもたくさん受講生が来ております。
工学部からも来ていますし、経済・経営学部など
からも非常にたくさんの受講生がいて、毎年 30
人ぐらいの受講生ということになります。
　２つ目の活用基礎演習のほうは、毎年 9月ぐ
らいに合宿形式で古文書を実際に読み、それを整
理・解読する基礎的な技術を学ぶということを
やっております。これも文学部の学生だけではな
くて、ほかの学科の学生も来ています。留学生も
参加して非常に興味深いという感想を寄せており
ます。また、古文書の実際の写真の撮り方につい
ても、2泊 3日の日程で木村さんに実地で教えて
いただくというようなワークショップを昨年から
始めました。
　また、最近では後期課程の活用企画演習という
授業で、古文書の活用の仕方を実践的に市民と一
緒になって学ぼうということを、生
いく
野
の
銀山のい
ろんな古文書を使いながらやっております。古文
書の解読もやるんですが、同時にこれはフィール
ドワークという形で生野の地元の方に案内してい
ただいて、実際に地域を歩いたりするということ
もやったりしています。さらには古文書解読のと
きに市民の方も同席して、一緒に古文書の解読の
仕方や扱い方を学ぶということを、６つぐらいの
テーブルに分けてやっています。さらには、地域
で古文書を持っておられる方から、従来どういう
ふうに守ってきたのか、あるいはどういう保管の
形態が望ましいのかという聞き取りをやったりも
いたします。これは、かなり実地性の強い演習と
いうことになります。この３つでもって、最終的
に我々の考えている地域リーダーの養成ができる
のではないかと考えています。
　そこで次に、具体的な個別の事業についてお話
ししたいと思います。まずは、自治体史の編纂が
あります。センターが立ち上がってから過去７年
歴史遺産活用演習ワークショップ
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間、我々は、トータルしますと４つの町史・市史
にかかわっていろんな事業をやってまいりまし
た。『播
はり
磨
ま
新
しんぐう
宮町史』、『香
こうでら
寺町史』、『新修神戸市
史』、『三
さん
田
だ
市史』の 4つです。大学からかなり
離れた場所もありまして、播磨新宮町は現在、合
併してたつの市と呼ばれているところで、岡山県
よりのところになります。それから香寺町という
のは、現在の姫路市になります。あと地元神戸と
三田、以上の４つになります。
　皆さんよくご存知だと思うんですが、自治体史
をめぐる現状というのは、非常に厳しいものでし
て、実際につくったとしてもほとんど読まれてい
ません。しかも本そのものが重い、高い、それか
ら中身が難しいという三拍子がそろっているとい
うふうなことを言われる人もおられます。さらに
言いますと、存在すら知られていないケースがあ
ります。同時に、執筆者が提示している歴史像と
読者の求めるものにかなりズレがあって、「何の
ことかよくわからん」とよく言われます。例えば
古代史などは、そう言われることが多いわけです。
さらに、これが一番の問題になると思うんですが、
本をつくったらそれで終わりというところも多々
あります。そういう現状を前にしまして、我々
としてはどういうスタンスで臨むべきか、以下 5
つにわけてご説明いたします。
　１つ目は、可能な限り大学と自治体との共同研
究という形をとってやることです。その例が播磨
新宮町と香寺町です。これは、相互にメリットが
あるわけで、共同研究の形をとると、例えば、事
業のＰＲになりますし、財政的なメリットもあり
ます。それから、施設の相互利用も可能になりま
す。また、我々といたしましては、それぞれの町
や地域が教育フィールドの場としても活用できま
すし、地元の資料館等の学生に対するユーザー教
育も可能になります。こういういろんな便宜があ
りますので、共同研究という形をとることが多く
ございます。
　それから２つ目として、大学の先生の一方通行
的な視点による書き方を改めないといけないと
思っています。常に行政、住民、大学という三者
間の連携協力を意識した編纂活動をする必要があ
る。常に住民との接点を重視すべきだということ
を念頭に置いています。場合によっては、市民が
調べ、市民が書き上げる編目もつくるということ
もやっています。この試みをやったのが、『香寺
町史』であります。これは、大阪歴史科学協議会
等で紹介もされていますので、ご存知だと思いま
す。市民の方が書かれたんですけれども、いわゆ
る郷土史家という人が来るのではなくて、町内の
各地区から町史執筆者というのを選んで、あるい
は町史協力委員というものを置いて事業をすすめ
ました。そして、編集室長の非常に厳しい指導の
もと、監修者・編集顧問・地域連携センターの研
究員が協力して刊行します。つまり、市民がいわ
ば自由につくるのではなくて、我々専門家も常に
フォローするという形でやった例であります。ま
た、編纂の過程で、町民の中から歴史研究会とい
うものが立ち上がって、現在も何ヶ月かに１回の
ペースで研究会もされています。しかも、その会
がそれ以後も続いているということで、全国的に
も非常に注目されています。
　次に３つ目が、「身近な地域生活史への視座」。
これは、先ほど言いましたように、我々古代史の
分野では、往々にして古代の政治史重視、制度史
偏重の叙述になりますから、そうならないように
気をつけるという工夫をやりました。
　４つ目は、これが一番重要なことだと思います
が、編纂後の史料の保管・活用を考えたうえで、
市史・町史をつくっていくということです。つま
り、自治体史をつくり放しにしない。本を刊行す
るだけが編纂事業ではない。これは、なかなか口
で言うのはたやすいんですが、お金の問題があ
り、かなり難しい問題が横たわっています。さら
にこの間、大がかりな市町村合併が兵庫県のほう
でたくさんありまして、我々が携わった『香寺町
史』や『播磨新宮町史』は、編纂途中で市町が合
併してしまいました。つまり、編纂はするんです
が、その後のフォローが続かないし、お金も出せ
ないということで、非常に困っていました。そこ
で、我々として一つ工夫した例が、『播磨新宮町
史』の特に近世編に関して、大学がイニシアチブ
を握って、地元の人たちとも連携しつつ、「近世
地域史研究会」というものをを立ち上げました。
約２年前だったと思うんですけれども、市民の学
びの要求と史料を結びつけるために、２、３ヶ月
に１回の割合で研究会を開いて、町内の古文書の
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判読、町史の輪読・書評、新たな史料翻刻を執筆
者、市民、学生、それから室職員もそろってやり
ました。昨年は、この研究成果が実りまして、我々
の活動事業報告書の巻末に研究成果を発行すると
いうことができ、今年も１冊、その研究成果を公
表することができました。だから、いわば財政難、
自治体合併等の困難を乗り越えるための新たな試
みと言えるのではないかと思います。
　そして、最後に 5つ目として、これは厳密に
言うと自治体史というわけではないんですが、自
治体の枠に必ずしもとらわれない小地域に着目
し、生活史を重んじた地域密着型の冊子をつくっ
てもいいのではないかということを考えまして、
特に木村さんがこの先頭を立たれて進められまし
た。
　神戸大学（神戸市灘区）の近くに、水
すいどうすじ
道筋商店
街というのがございまして、その活性化のために、
「お金を幾らか出すから何らかのことをやれない
か」と言われまして、そのときにできたのがこの
本です。お配りしている茶色の冊子をご覧になっ
てください。70 ページぐらいを５人で執筆しま
した。木村さんを中心に、この商店街近くの稗
ひえ
田
だ
村という村の文書なども使いまして、地域生活史
を掘り起こしました。普通の自治体史だったら、
たぶん採択されないような史料が多かったように
思いますが、それをあえて持ってきて解読し、地
図資料をもとにして、当時のこの周辺地域を復元
するというようなことをいたしました。また、こ
の近くに摩
ま や
耶山
さん
忉
とう
利
り
天
てん
上
じょう
寺
じ
というお寺がありま
して、巡礼の問題などに視点を当てて、古代史の
立場からも少し書き上げました。この冊子は非常
に好評でありまして、地元の方々が競って入手さ
れ、いまだに欲しいと言われる方がたくさんおら
れます。以上が自治体史編纂をめぐる我々の取り
組みでありまして、次が個別のまちづくり事業で
ございます。
　小野市のまちづくり事業に関しては、先ほど奥
村先生が話されたので重複は避けますが、少しつ
け加えておきたいことがございます。小・中学生
が地元の方々と一緒になって調べて、地域展を開
催するというのは、地域博物館の運営・活用の点
で、全国的に非常に着目されている例であります。
と申しますのも、この小野市立好古館の大
おおむらとしみち
村敬通
という館長さんは、もともとは兵庫県の埋蔵文化
財の所長さんをやられた県の職員でした。この方
が 2002 年に来られて、「地域展」というアイデ
アを出されました。なぜやられたかというと、実
はこの小野市立好古館の入館者数が、2002 年よ
り以前は毎年平均約 2,000 人程度だったと。「そ
れを打破するためには何か工夫や仕掛けがいる」
ということで、こういうおもしろい取り組みをさ
れました。
　その結果どうなったかというと、2002 年以降
の入館者数は、大体 10,000 人から 12,000 人程
度になりました。つまり約５倍から６倍にふえた
ということです。人口50,000人でありますから、
約 20パーセントの人が毎年訪れるということに
なります。なぜ訪れるかというと、これは地域展
なので、地域の方々が、自分の息子とか孫が調べ
た展示物が出ますし、それから立派な図録もでき
るからです。しかも、そこに写真が写っていたり
名前が出たりするということで、その地域の親は
少なくとも行きますし、小学校単位でもそこを訪
れるということで、一挙にふえたわけです。これ
は、文化庁のほうにも目がとまって、全国的に着
目される事業になっております。そういう形で
も、小野市立好古館の地域展というのは紹介でき
るのではないかということでございます。
　最後になりますが、我々神戸大学のほうでも丹
波市にはかなりゆかりがあります。丹波市のなか
でも、特に春日町棚原地区での取り組みというの
がございます。棚原地区というのは、非常に自然
豊かな光景が広がるごく普通の農村であります。
（神戸大学文学部地域連携センター編）
『水道筋周辺地域のむかし』
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そのような地域の住民団体のほうから、大学ある
いは自治体へ、「古文書を読みたいので協力して
くれ」と言って、求めてきたわけです。2005 年
12 月に代表者の方がわざわざ神戸大学に来られ
て、「地域連携センターというのを立ち上げたら
しいので、ぜひとも古文書を読むのに協力してく
れ」とおっしゃられました。そこの団体名は「棚
原自治会パワーアップ事業推進委員会」といって、
メンバーの数は 12、３名であります。リーダー
の方は、もともとは関西の都市部に住んでおられ、
定年後Ｕターンで帰ってこられたそうです。この
方がパソコンを使ったりして会をリードされて、
神戸大学にも呼びかけられました。そこで我々も
２、３カ月に１回現地入りして、パワーアップ事
業推進委員会の方と一緒に、庚申堂に納められた
区有文書を調査し、それを整理するという作業を
始めました。このとき我々が気をつけたのは、目
録づくりです。住民の方々はどうしても、古文書
を読むことに魅力を感じるので、すぐ読みたいと
なるんですが、その前にやはり正確で活用可能な
目録づくりというのをしないといけません。メン
バーの方々には、そういう目録づくりの必要性を
申しました。同時に、「古文書を読む会」という
ものも定期的に開催いたしました。これは地区だ
けの方ではなくて、丹波市内、あるいは篠山から
も参加されています。そして、いろいろな事業の
成果を中間報告的に、村の秋祭りなどでパネルの
つくり方もご指導して地区の方に紹介されるとい
うことをやりました。
　さらに今年度は、先ほど藪田先生のお話にもあ
りましたように、やはり後継者の育成は小学生だ
ということで、地元の進
しん
修
しゅう
 小学校との連携も始
めました。小学生は 30人ぐらいしかいないんで
すけど、実は学校林というのをここは持っておら
れます。棚原地区のちょうど里山に当たるところ
にそれがあります。そこで里山公園づくりをしな
いかという構想が出て、今そのコンテンツづくり
が進んでいます。これもかなりお金が要ることで
すので、すぐにはなかなかできないんですけど、
我々も里山をめぐるいろんな理論を提示し、県の
方々とか、丹波市の自治体の援助も得て進めてい
ます。
　このように、自主的に住民がかなり引っ張って
いくというやり方が目にとまったこともありま
して、なんと一昨年の７月、「棚原モデル」とい
うことで古文書の悉
しっ
皆
かい
調査とそれを生かしたま
ちづくりを、他の５つの町域（氷
ひ
上
かみ
町・山
さんなん
南町な
ど）でできないかということが、丹波市との間で
了解が生まれました。丹波市と神戸大学人文学研
究科との間で、「地域活性化のための連携協力協
定」が結ばれて、昨年以来、ほかの町にも、この
モデルを軸にして古文書の掘り起こし作業をやっ
ています。その過程の中で、関西大学の方々も丹
波市内で事業をされているということを知りまし
て、できれば今日いろんな交流ができて、一緒に
共同した取り組みができれば良いとも考えており
ます。以上です。どうもありがとうございました。
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